











Clinical Usefulness of Positron Emission Tomography with Fluorine 
18 Fluorodeoxyglucose in The Diagnosis of Liver Tumors 
(肝内撞憲性病変におけるFDG-PETの臨床的有用性について)










成装置を用い作成した。 PET装置はHEDTOME-IVSET -1400W (島神社製)を使用した。 FDG185-370 
Ml3qを静注後40分から15分間staticscanを行った。集積度の指標としてstandardizeduptake value 






旬.意差はみられず、 SUV比では有意差がみられた。肝内腫療の中で転移性肝癌は、 SUVでは、 accuracv73
%、 suv比では、 76%で、胆管細胞癌は、 suvでは79%、SUV比では77%であった。肝細胞癌18例では、
SUVとAFPは、 r~0.442 (P =0.0019)、SUV比とAFPはr=0.506 (P =0.0003)とともに有意な相関を
認めた。 Child分類、腫療の数、 AFP値、門脈塞栓の有無により決定される予後の指標であるCI.IPスコアー

























0.348 (p品 0.0153)、SUV比と r=0.383(pニ0.0072)とともに有意な相関を認めた。しかし、 AFP、CLlP
スコアーとの相関は、 SUVよりSUV比のノjがより強い相関関係を認めた。
FDG-PETは腫蕩組織の糖代謝の面から診断を行うことが出来る。本法により得られたSUV比は肝内腫
癌性病変の鑑別診断に有用であり、 CLIPスコアーと相関を認めることより、肝細胞癌の予後の評価にも有
用であると考えられた。
よって、本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
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